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串本町の人口と世帯数

・人口…… 19,276人 •男性…… 8,992 人 ・女性…… 10,284人 •世帯数…… 9,241 世帯
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議
長
に
就

、
町
民
か

の
チ
ェ
ッ

政
の
実
現
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、
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ら
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セ
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公
の
施
設
指
定
骨
理
者
選
定
審
議
会

設
置
哭
剃
に
基
づ
き
審
議
会
で
、
「
都

市
交
流
海
洋
施
設
」
、
「
同
民
紺
含
あ
ら

ふ
ね
」
、
「
B
&
G
洵
汗
セ
ン
タ
ー
」
、
「
白

野
樵
湛
施
設
」
の
指
定
手
続
き
に
つ
い

て
審
議
し
ま
し
た
。

そ
の
結
米
、
「
都

di'父
流
海
洋
施
設
」

と
「
同
民
宿
舎
あ
ら
ふ
ね
」
に
つ
い
て

は
、
公
募
す
る
こ
と
と
し
、

12
月
広
報
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
し
、
新
年
度

か
ら
の
指
定
竹
坪
に
向
け
た
手
続
き
を

開
始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

「
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
」
は
「
財

HI

法
人
串
本
PIJ
ふ
る
さ
と
振
興
公
礼
」
を

引
き
続
い
て
指
定
管
理
者
と
し
、
「
白

野
漁
湛
施
設
」
に
つ
い
て
は
「
和
歌
山

束
油
棠
協
阿
組
合
」
を
指
定
管
理
行
と

■公
の
施
設
指
定
管
理

■定
額
給
付
金

本
年
4
月
15
日
に
給
付
開
始
し
た
本
・

中
業
に
つ
い
て
は
、

1
0
H
3
0
n
を
も
っ

て
事
棠
を
完
了
し
ま
し
た
。
給
付
金
額

は
3
0
9
,
6
0
8
千
円
、
給
付
率
は

9
9
.
3
8
%
、
給
付
人
数
は
1
9
,
4
5

8
人
、
給
付
率
は
9
9
.
3
％
と
い
う
粘

果
と
な
り
ま
し
た
。

平成2
す
る
「
案
」
が
整
い
ま
し
た
の
で
、
議

案
上
秤
の
準
備
に
入
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

■古
座
川
病
院

平
成
17
年
4
月

1
Hか
ら
占
座
川
病

院
で
勤
務
さ
れ
て
い
た
坂
東
志
生
院
長

代
理
か
ら
、
平
成
2
1
年
12
月
31
日
を

も
っ
て
退
職
す
る
旨
の
「
退
職
届
」
が

提
出
さ
れ
ま
し
た
。

1
月
か
ら
は
赤
松
副
院
長
を
「
院
長

代
理
」
と
し
、
近
畿
大
学
か
ら
も
医
師

派
造
を
い
た
だ
き
な
が
ら
古
庫
川
病
院

医
局
の
体
制
固
め
と
職
員
の
結
束
を
強

化
し
、
地
域
に
療
の
維
持
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

■公
共
交
通

9
月
の
第

3101定
例
会
で
報
告
し
て

い
た
国
即
補
助
路
線
の
「
串
本
江
住
線
」

が
、
乗
客
の
減
少
に
よ
り
10
月
か
ら
国

庫
補
助
対
象
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
決
定

し
、
国
費
・
県
費
の
補
助
金
が
無
く
な

り
、
さ
ら
に
熊
野
交
遥
へ
の
地
方
バ
ス

路
線
維
持
対
策
費
の
補
助
金
が
増
加
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
担
当
課
で
は
、
串
本
町
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
導
人
計
画
検
討
謂
企
を
コ

ン
サ
ル
に
委
託
し
て
お
り
、
こ
の
調
査

平成21年串本町諸会第 4回定例会は、 12月8日に招集され、会期を12月21日までの14日間とし

て開会されました。開会後田嶋町長より、新病院建設や紀南最終処分場建設等について諸報告が

あり、続いて諸議案について提案理由の説明が行われました。今月号では町長諸報告の要旨につ

いてご紹介いたします。

■職
員
採
用

職
貝
適
正
化
計
画
に
几
づ
く
本
年
度

職
貝
採
用
に
つ
い
て
は
、
一
般
行
政
職

2
名
、
消
防
職
ー
名
を
＂
採
集
し
、
一
般

行
政
職
に
つ
い
て
は
29
名
、
泊
肋
職
に

つ
い
て
は
16
名
の
応
募
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
で
一
次
、
＾
一
次
試
験
を
実
施
し
、

既
に
計
画
通
り
の
内
定
通
知
を
発
送
し

ま
し
た
。

■新
病
院
建
設

「
新
病
院
実
施
設
社
審
杏
支
援
及
び
コ

ス
ト
縮
減
案
作
成
業
務
」
で
示
さ
れ
た

実
施
設
社
コ
ス
ト
縮
減
案
を
店
本
に
、

ホ
さ
れ
た
縮
減
額
約
3
億
3
千
ガ
円
を

n椋
と
し
て
設
計
変
吏
業
務
を
実
施
し

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
業
者
か
ら

設
社
書
の
提
出
が
あ
り
、
原
設
計
と
比

較
す
る
と
3
億
7
2
3
万
円
の
減
少
と

な
り
、
大
き
な
成
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
設
社
変
更
業
務
の
実
施
に
あ

た
り
、
大
災
古
に
備
え
、
新
た
に
液
化

酸
素
ガ
ス

5
t
タ
ン
ク
や
72
時
間
対
応

粕
果
が
出
た
時
点
で
庁
内
の
地
域
公
共

交
通
検
討
委
貝
会
で
公
共
・
父
通
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
十
分
な
財
政
比
較
等
を

行
い
、
慎
重
に
粕
論
を
出
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■本
州
四
端
交
流
事
業

11
月
12
日
に
当
側
で
開
催
し
た
本
州

四
端
首
長
会
議
で
は
、
山
口
県
下
閲

巾
・
岩
千
県
宮
古
巾
•
青
森
県
人
間

町
・
串
本
町
の
各
首
長
が
集
ま
り
、
今

後
も
共
通
す
る
水
産
と
観
光
を
中
心
に

協
力
し
合
っ
て
い
く
こ
と
を
確
認
す
る

と
と
も
に
、
現
れ
取
り
糾
ん
で
い
る
「
本

州
四
端
踏
破
ラ
リ
ー
」
の
拡
充
と

P
R

ポ
ス
タ
ー
の
作
成
な
ど
を
行
う
事
業
を

承
認
し
、
次
回
は
青
森
県
人
間
町
で
開

催
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

各
首
長
に
は
、
潮
岬
観
光
タ
ワ
ー
や

潮
岬
灯
台
を
は
じ
め
、
養
殖
マ
グ
ロ
の

餌
や
り
体
験
を
行
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、

串
本
の
魅
力
も
お
伝
え
で
き
た
と
考
え

ま
す
。ま

た
、
今
回
の
会
誠
に
つ
い
て
は
各

メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
情
報
発
伝
も
行
い

ま
し
た
。

■日
卜
友
好
映
画
製
作
事
業

本
年
の

9
月
か
ら
3
カ
月
間
、
全
国

公
開
さ
れ
て
い
た
「
火
大
の
城
」
の
映

圃
監
督
で
あ
る
、
田
中
光
敏
氏
の
協
力

に
よ
り
、
ト
ル
コ
軍
艦
エ
ル
ト
ゥ
ー
ル

ル
リ
の
憑
難
か
ら
、
串
本
町
と
ト
ル
コ

国
と
の
1
1
9
年
に
及
ぶ
友
好
の
歴
史

を
題
材
と
し
た
映
画
製
作
の
企
圃
吉
の

作
成
協
力
が
得
ら
れ
た
た
め
、
映
画
製

作
の
第
一
歩
と
し
て
の
取
り
組
み
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
来
年
度
は
「

n本
ト
ル
コ
友

好
ー

2
0
周
年
等
事
業
」
等
が
当
PIJ
で

開
催
さ
れ
、
ト
ル
コ
国
で
は
「
ト
ル
コ

に
お
け
る
日
本
年
」
が
盛
人
に
行
わ
れ

る
予
定
で
あ
り
、
閃
連
巾
業
と
し
て
の 本州四端首長交流事業 新病院完成予想図

自
家
発
給
池
タ
ン
ク
の
設
紺
な
ど
に
つ

い
て
設
計
に
追
加
し
ま
し
た
。

こ
の
分
の
費
用
が
枯
干
増
加
し
ま
し

た
が
、
こ
の
分
を
除
く
と
、
コ
ス
ト
縮

減
案
で
示
さ
れ
た
額
を
更
に
卜
回
る
縮

減
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
受
け
、
い
よ
い
よ
新
柄
院
の

建
設
に
収
り
か
か
っ
て
い
き
ま
す
。

安
心
し
て
受
診
で
き
る
茄
院
を
待
望

さ
れ
て
い
る
多
く
の
町
民
の
皆
様
の
期

待
に
応
え
、

1
日
で
も
早
く
祈
茄
院
が

開
院
で
き
る
よ
う
鋭
慈
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。{

｝
-
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.........P日疇晦鬱譴響r
～テレビでも紹介された運動方法お教えします～

「膝が痛い」「腰が痛い」「肩がこる」よく耳にします。それは運動不足、筋力低下のせい

かもしれません。いくつになっても筋カアップ ・体カアップ目指せます！

そこで、テレビ (NHKためしてガッテン！ TBSひるネタ！など）や新聞で特集もさ

れ、 講演依頼が殺到 している和歌山大学教育学部 • 本山教授をお招きして、 運動を楽 しく

続ける秘訣や先生の考案された運動方法についてお話いただきます。

この機会を逃さす、 ふるってこ参加ください。

平成22年 1月29日（金）
■受付 12:45～ ■開始 13:00 ~ 
串本町保健センター

保健センターヘ電話にて申込み。

［締め切り ：1月18日（月）］

※参加費は無料です。 当日は、動きやすい <9’~ I 

服装・運動靴でこ参加ください。
‘‘,. ’’、,．’’、 • ..... ...,. ．, ：,. ， .,. ,． ．， 9• ・̀ • 9..,． .,.,. ．．． ， .. • 9 9・ヽ・• 、,'• 、• ．̀, ．．：., ．．‘.． .,.,． ， .．.グ．：， ．． ．． ．． ＇・．，．，． ．，：り 、． ．， ず• ’̀’ 9• ’̀・ 、.．． ..．．． ‘'．, 9・:,． ’’ ・ • 、J
9--------------------------―̀ 
＝平成因年度ー苔種講習l日程表~(・レ月こふ局）~

［日 時】

［場所】

［申込方法】

講習の名称 日 時 場 所 受講料等 受付開始予定

地山の掘削及び 1月19日（火）～ 和歌山嗅建設会館
¥ 16,500 12月21日（月）～

土止め支保工作業主任者 l月27日（木） 3階会議室

建築物等の鉄骨組 立等 2月9日（火）～ 和歌山県建設会館
¥ 9,800 1月12日（火）～

作 業 主 任 者 2月70日（水） 3階会議室

動力巻き上げ機の運転業務
2月16日（火）

和歌山県建設会館
¥ 7,000 1月l8日（月）～

（特別教育） 3階会議室

足場の組▽て等作業主任者
3月9日（火）～ 和歌山県建設会館

¥ 9,600 2月8日（月）～
3月lD日（水） 3階会議室

（注） 1.講義時間はいずれも AM9 : 00-PM 5 : 00（講義内容により、変更があります。）

2. 講習会の受付は、講習会開催の約 1ヶ月前からです。

3.受講料は当方にご持参いただくか、または現金古留でお願い します。

4. 受講料等には、テキス ト代が含まれています。

5. 定貝になり次第、締め切ります。

6. Ill込者が少数の場合は、講習会を取りやめさせていただく場合があります。

建設業労働災害防止協会 和歌山県支部 TEL 073-436-1327 

「
H
卜
友
好
映
画
」
事
業
と
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

貝
体
的
な
今
後
の
取
り
組
み
内
容
に

つ
い
て
は
、
早
急
に
実
行
委
貝
会
を
立

ち
上
げ
、
刷
民
の
方
々
に
も
協
力
を
お

願
い
す
る
中
で
、
企
圃
書
を
さ
ら
に
充

実
さ
せ
、
脚
本
づ
く
り
ま
で
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

映
画
製
作
ま
で
は
、

2
1
3
年
の
期

間
と
製
作
費
用
と
し
て
1
億
5
千
万
円

1
2
億
円
の
規
模
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
費
用
に
つ
い
て
は
、
ト
ル

コ
人
使
館
、
和
歌
山
県
の
ご
支
援
を
お

願
い
す
る
と
と
も
に
、
令
国
の
あ
ら
ゆ

る
企
業
・
組
織
・
団
体
の
寄
付
合
を

募
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

■新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

新
刑
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の

予
防
接
種
に
つ
き
ま
し
て
は
、
優
先
接

種
対
象
者
の
接
種
計
圃
に
甚
づ
き
順
次

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
国
か
ら
新

剌
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
状
況
を
見

て
、
「
基
礎
疾
患
を

h
し
な
い
健
康
な

子
ど
も
」
の
接
種
計
圃
を
前
倒
し
す
る

よ
う
通
達
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
町
内
の
3
カ
所
の
受

注
に
療
機
閃
で
健
康
な
小
児

(
1
歳
か

ら
小
学
3
年
生
）
を
対
象
に
「
集
団
抜

種
」
の
実
施
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
い
ま
す
。

今
loi
の
「
集
団
接
種
」
は
、
保
設
者

の
不
安
解
消
、
医
療
機
関
の
負
担
軽
減

等
を
図
る
う
え
で
、
幼
率
的
か
つ
有
効

な
方
法
と
考
え
て
い
ま
す
。

■紀
南
最
終
処
分
場
建
設

紀
南
環
境
整
備
公
社
で
は
、

5
カ
所

の
候
補
地
選
定
後
よ
う
や
く
各
地
域
の

皆
様
方
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
現
地

調
企
受
け
人
れ
詞
瓜
を
得
た
と
こ
ろ
で

す。
呆
終
処
分
場
建
設
に
係
る
候
補
地
選

定
調
在
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
先
の

公
社
理
事
会
、
評
議
委
員
会
合
阿
会
議

で
、
そ
の
内
容
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

私
は
調
在
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
十

分
理
解
す
る
一
方
で
、
我
が
串
本
の
高

富
地
区
に
お
き
ま
し
て
も
、
個
々
に
自

分
の
足
元
だ
け
を
考
え
て
い
る
の
で
は

な
く
、
紀
南
地
域
全
休
の
観
点
に
立
ち

議
論
し
た
結
果
が
今
回
の
調
介
受
け
入

れ
と
い
う
粕
論
と
な
っ
た
こ
と
を
発
一
ロ

す
る
と
と
も
に
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿

地
に
登
録
さ
れ
た
洵
域
の
背
後
地
で
あ

る
こ
と
を
念
頭
に
〖
直
い
て
、
十
分
な
海 域

調
在
の
実
施
を
強
く
要
望
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

真
砂
埋
事
長
か
ら
は
、
「
今
の
発
言

は
要
望
と
し
て
又
、
海
域
調
杏
に
つ
い

て
は
心
し
て
受
け
止
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
。
」
と
の
発
一
口
が
あ
り
ま
し
た
。

公
社
と
し
て
も
、
．
緑
宮
地
区
に
係
る

経
過
と
現
状
を
踏
ま
え
、
調
杏
実
施
に

際
し
て
は
串
本
海
中
公
園
へ
の
協
力
要

語
を
行
い
、
了
承
を
得
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
去
る
11
月

24nに
は
、
ラ
ム

サ
ー
ル
の
海
を
守
る
会
へ
の
説
明
会
を

行
う
と
と
も
に
、

11
月
2
8
H
に
は
、
技

術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
第
llnl
目
の

現
地
確
認
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

■幼
稚
園
「
預
か
り
保
育
」

保
設
者
支
援
や
子
育
て
支
援
の

ft会

的
ニ
ー
ズ
の
高
ま
る
中
、
町
4
M
各
幼
稚

園
で
は
平
成
22
年
没
か
ら

f
育
て
文
援

の
一
環
と
し
て
「
預
か
り
保
育
」
を
実

施
し
ま
す
。

保
育
時
間
は
、
平
常
保
育
の
終
了
か

ら
午
後
5
時
30
分
ま
で
の
時
間
帯
と
な

り
ま
す
。

保
設
者
の
迎
え
が
あ
る
ま
で
は
、
家

庭
的
な
雰
皿
気
の
中
で
友
達
と
楽
し
く

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
供
し
、

.._ ___________________________., 

発
達
を
援
助
す
る
た
め
に
適
切
な
配
慮

を
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
畏
年
齢
の
様
々
な
友
達
と

じ
っ
く
り
と
遊
ぶ
こ
と
の
で
き
る
場
と

時
間
を
保
証
し
、
幼
児
の
豊
か
で
た
＜

ま
し
い
成
長
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

■観
光
振
興

今
秋
の
修
学
旅
行
話
致
に
つ
き
ま
し

て
は
、

9
月
・

10
月
を
中
心
に
7
校、

延
べ
約
2
,
0
0
0
泊
、
内
半
分
が
民

泊
と
い
う
状
況
で
し
た
。

11
月
日
・

15
日
に
は
、

K
O
D
O
M

0
バ
イ
オ
ダ
イ
バ
シ
テ
ィ
〈
串
本
沿
芹

洵
域
〉
を
開
催
し
ま
し
た
。

北
海
道
を
は
じ
め
県
内
外
か
ら
39
名

の
［
ど
も
た
ち
の
参
加
が
あ
り
、
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て
い
る
串
本

の
洵
で
生
物
多
様
竹
の
大
切
さ
を
学
び

ま
し
た
。

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
を

r
白
跡
！
驚

き
＂

i

大
発
見
111
沿
ゥ
く
ら
の
．
番
好
き

な
海
』
に
決
定
し
、
作
成
さ
れ
た
ポ
ス

タ
ー
は
、
来
年
10
月
に
名
ー
ロ
犀
市
で
開

催
さ
れ
る
生
物
多
様
性
条
約
第
10
回
締

約
国
会
議
の
会
場
で
屎
―
小
さ
れ
ま
す
。
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自らの体験から、人生において出逢いの黄さを話す
大八木さん

人
と
の
出
逢
い
を
大
切
に

人
権
講
演
会

11月
27
日
、
串
本
町
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
元

ラ
グ
ビ
ー
日
本
代
表
選
手
の
大
八
木
淳
史
さ
ん
を
お
迎

え
し
、
人
権
請
油
会

「魂
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ー
出
逢
い
に

感
謝
ー
」
（
串
本
町
人
権
委
貝
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

講
演
会
で
大
八
木
さ
ん
は
、
自
ら
の
体
験
談
を
披
露

し
、
両
親
や
店
校
の
先
生
、
ま
た
自
ら
が
指
禅
を
行
っ

た
高
知
県
の
ラ
グ
ビ
ー
部
員
と
の
出
逢
い
に
触
れ
、
「人

間
は

一
人
で
生
き
て
い
る
の
で
は
な
く
、
い
ろ
ん
な

人
々
と
の
出
逢
い
の
中
で
、
現
在
の
自
分
自
身
が
育
ま

れ
て
い
る
。
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
と
い
う
考
え
で
は
な

く
、
周
り
の
人
々
を
弗
重
す
る
こ
と
が
大
切
。」
と
話

し
ま
し
た
。

12月
1
日
、
串
本
町
出
雲
の
「
潮
騒
の
森
」
を
活
用
し
、

地
元
の
小
学
生
に
森
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科
学
教
育
研
究
セ
ン

rp̂
J. 

タ
ー
紀
伊
大
島
実
験
所
の
梅
本
信
也
所
長
を
請
師
に
お

招
き
し
、
「
潮
騒
の
森
」
で
の
森
林
学
習
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
日
学
習
会
に
参
加
し
た
の
は
地
元
の
出
雲
小
学
校

l
.
2
学
年
の
児
童
1
1
名
。
児
蛮
は
潮
騒
の
森
に
あ
る
ヤ

マ
モ
モ
や
ウ
バ
メ
ガ
シ
、
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と
い

っ
た
植
物

の
説
明
を
受
け
な
が
ら
、
実
際
に
樹
木
の
葉
に
触
れ
、
匂

い
を
確
か
め
る
な
ど
、
楽
し
く
森
の
樹
木
に
つ
い
て
学
習

し
ま
し
た
。

かわの

河野

潮騒の森の植物を実際に触れながら調べる出雲小学校児童

河
野
九
一
さ
ん

(78歳
田
並
）
に

総
務
大
臣
感
謝
状
贈
呈

多
年
に
わ
た
り
民
主
政
治
の
確
立
の
た
め
に
尽
く
さ

れ
、
選
挙
の
啓
発
運
動
に
て
い
身
さ
れ
た
方
を
表
彰
す
る
、

総
務
大
臣
感
謝
状
が
、
串
本
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
貝

長
の
河
野
九

一
さ
ん
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

河
野
さ
ん
は
、
平
成
4
年
か
ら
現
在
ま
で
の
1
7
年
に

わ
た
り
串
本
町
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、

ま
た
平
成
］
年
4
月
か
ら
は
串
本
町
選
挙
管
理
委
員
会

委
貝
長
を
務
め
ら
れ
る
な
ど
、
長
年
に
わ
た
り
選
挙
の

管
理
執
行
及
び
選
挙
の
啓
発
事
務
に
従
事
さ
れ
た
功
績

が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

994994ク多¢多‘ク99ヽ
“,'‘ク999999999‘‘9999多',4‘,＇ヽ
‘/r/‘
冒

9994'99999999‘,‘

、r、,‘‘,99994'49ヽ
多
'9999ヽ
ク9499ヽ
9999‘ク99999'‘ク
zヽ
多9999999999ヽ
ク、9999499999999999

身
近
な
森
の
植
物
に
触
れ
て
み
よ
う

「
潮
騒
の
森
」
森
林
学
習
会

くし、ち

九ー さん

かなまる めぐみ

金丸 恵さん（串本）

◎去年は町内でサーフィンやカヌー告

それまで知らなかった楽しみが発見

できたので、また今年も町内で新し

い発見ができたらと思います。

女若い人が拗く場所があって、町全体

がもっとにぎやかになってくれれば

いいなと思いますQ

斗 '’9 ,1んじ

金住田 健治さん（出雲）

◎節IIの年を迎えますので、気持ちを

新たにして、ますます健康で允実し

た一年にしていきたいと思います。

＊地域のいろんな人の怠見を取り人れ

て、串本OO」が活気ある町になってほ

しいと思います。

し1え

芝 コキヨさん（伊串）

◎今りも、元気で健康に過ごしながら、

趣味で続けているぞうり紅11上を作っ

ていきたいと思いますQ 作ったぞう

り細工は固りの）Jにあげて、宮んで

もらえたらと思います。

と ま f•I ― やまと

苫谷大和くん（西向）

◎今年はじめた野球が上手になるよう

に、練宵をがんばって内野手になり

たいです。

食緑が芭かで、自然がたくさんあって、

外で遊べる場所がたくさんあるまち

であったらいいと思いますc

いしrら くみ

石田久美さん（上野山）

◎今年も家族が笑って過ごせるように、

土姉としては況として努）Jしていき

たいと思います。

含小児科や岸婦人科など、町の医療休

制がもっと整って充実すればいいと

思います。

ペう↓＇ と：ょ.

坂地寅雄さん（闘野川）

◎今'Iも家内と二人で民杞経営をがん

ばっていきたいと息います。またパ

ソコンを勉強して、インターネット

を使えるようになりたいです。

＊みんなが協力し合って、活気のある

町にしていければいいと思います。

年男・年女

声

今
年
、
年
男
・
年
女
と
な
る
寅
（
と
ら
）
年
生
ま
れ

の
皆
さ
ん
に
、
合
年
の
抱
負
や
IBJ
へ
の
要
望
な
ど
に

つ
い
て
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
に
。

〈
◎
は
今
年
の
抱
負
、
女
は
IBJ
へ
の
要
望
〉

私
た
ち
み
ん
な

育
年
生
ま
れ
で
す

ょfl ｝しあキ

尾鷲芳昭さん（田原）

◎娘二人の成長を見守りながら、家族

みんなが健康で楽しくすごせればと

思います。

＊小さな了・どもや料齢者に対する施節

が充実した側になってほしいと息い

ますc

蔽禾直丘さん（二色）

◎これまでは趣味のパソコンに熱中し

ていましたが、今年は外に州て体も

動かしながら、元気に過ごしていき

たいと思います。

＊住民の方々が交流できるような機会

や場所があればよいと思います。
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※1ム恨への褐品を希望されない方は、 1出出の際に窓nにお中し出ください。

¥11月受付分敬称酪I

直谷
井口

稔 松

昌恵

89 89 

潮 打

岬田

こ
冥
福
を

電

お
祈
り
い
た
し
ま
す

／ 

瓜 小
田山

久
美健
f-

串潮

本岬

／ 

金 太
澤田

児賜

砂介

串サ

ン

ゴ

本台

東

u

茂

（
渡
瀬
ま
ゆ
み

西

向

和

歌

山

市

魯

い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

杏正嵩健和
竜 太 徹

美弘之郎広

〈
出
生
児
氏
名
〉
〈
届
出
人
〉

め

猪

村

牙

衣

潮
崎

涼

窄
ゼ
ぃ

長

谷

川

聖

＂ 

9
 

中

芝

碧

里
ヵ

ま

戊

呂

苺

伽
り
人
た
ろ
う

浦

川

倫

太

印

ふ

5

た

H
百

回

楓

太

〈
地
区
〉

串

本

海
巾
市

有

田

潮

岬

串

本
ト
野
山

尼
崎
市

お
誕
生
お
め
で
と
う

隻

ご
ざ
い
ま
す

尾 角 東 内 イI 瀧峯 荒 安萩中大中小水 11中
登 崎 田仲本本 木 原 中 崎 野村原 U 谷村

宜 菊 定 昭す泊宵なき美ツは美 し行
稔 が イ 左 押ナる悶づ

f治[- 代 f助 fゑ 〈 代ヱみ枝 え 雄

65 69 88 82 76 61 76 90 90 95 85 92 62 96 81 91 91 

神四山山伊四中川湖潮禾II串潮有和湖須
野
川向原原串向湊原岬岬深本岬田深岬江

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
12
月
号
「
い
つ
ま
で
も
お
幸
せ

に
」
欄
2
行
H
の
お
名
前
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。

正

久

堀

春

菜

利

深

誤

久

掘

春

菜

和

深

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、

深
く
お
詑
び
巾
し
上
げ
、

J
丁
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

串本潮岬出雲の各幼稚圏では平成22年度より、

子育て支援の一環として「預かり保育」を実施し

ます。

■保育時間■
《通常保育》 8:00~15:00 

《預かり保育》 7: 50-17: 30 

※幼児の心身の負担に配應した保育を実施します。

詳しい内容については、串本町教育委員会（合

0735-62-6066)、または各幼稚圏へ

お問合せください。

益の一部から町丙の各社会福祉団体（身体障害

者連咀他）に寄付をいただきました。こ厚意に

感謝いたします。

、------------------------... ＇ 
ヽ
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を
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院
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時

に

受
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病
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座

ン

の

と

更

前

更

前

一

占

エ
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変

午

変

午

ル

診

記
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＊
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今回整備された48台の電動アシスト機能付き

自転車は、串本町観光協会、古座観光協会、
串本ロイヤルホテル、浦島ハーバーホテルで

貸し出されます。

料金は、 1時間500円、 1日1,500円です。

JR串本駅前で行われたオープニンクセレモニー

電
動
ア
シ
ス
ト
機
能
付
自
転
車
レ
ン
タ
ル
開
始

街
中
チ
ョ
イ
の
り
サ
イ
ク
リ
ン
グ
事
業

12
月
12
日
、
電
動
ア
シ
ス
ト
機
能
付

の
自
転
車
を
観
光
客
に
貸
し
出
し
、
気

軽
に
町
内
を
巡
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
LJ

的
と
し
た
、
「
街
中
チ
ョ
イ
の
り
サ
イ

ク
リ
ン
グ
事
業
」
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の

n、
J
R
串
本
駅
前
で
は
事
業

開
始
を
記
念
し
て
関
係
者
に
よ
る
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
他
、

電
動
ア
シ
ス
ト
機
能
付
自
転
車
を
体
験

し
て
も
ら
う
た
め
、
希
芋
者
に
は
無
料

で
貸
し
出
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

貸
し
出
し
を
受
け
た
利
用
者
は
、
串

本
駅
固
辺
等
を
自
転
車
で
散
策
し
、
快

適
な
乗
り
心
地
を
楽
し
み
ま
し
た
。

口鵡順lNlにll
あなたも姉妹都市メルシンでの

追悼式典に参加してみませんか？
2010年はビ本トルコ両国友好の礎を築いたトルコ軍

艦エルトワールル号遭難から120周年の節已の年にあ

たりまg。外務省においては同年を 『トルコにおける

日木年」と定め、 トルコ共和国において 1年を適じた

日本文化紹介等のイベントを予定しています。姉妹都

市メルシン市においては上ルトゥールル号の慰需式典

が予定されています。 トルコを観光しながらメルシン

での式典に参加しませんか。ツアーの実施につきまし

ては、 2010年9月を予定しております。概要につきま

しては下記までお匿合せください。

【お問合せ先】

串本町役場総務課内

日本トルコ友好120周年等事業実行委員会事務局

TEL 0735-62-0555 
FAX 0735-62-4977 
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一お
知
ら
せ
＆
行
事

建
設
課
で
は
、
平
成
2
2
.
2
3
年
度
人

札
参
加
申
請
の
受
付
を
行
い
ま
す
。
参

加
を
希
沼
さ
れ
る
方
は
必
ず
手
続
き
を

す
る
よ
う
ご
案
内
申
し
|
げ
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
受
付
は
中
本
町
内
業

者
及
び
中
本
町
に
常
業
所
を
骰
く
業
者

の
方
で
す
。

了
受
付
業
種

建
設
上
事
業
者
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
業
者

マ
受
付
期
間

平
成
22
年
2
月
1
R
i
3
月
10
日

※
_
•
日
・
祝
依R
を
除
く

マ
受
付
時
間

T”BlJ8
時
30
分
ー
午
後
0
時

午
後
1
時

1
午
後
5
時

ア
受
付
場
所

建
設
課

串
本
町
役
場
古
座
分
庁
舎

▼
申
し
込
み
方
法

申
請
書
を
建
設
課
へ
持
参

※
郵
送
で
の
巾
品
は
受
付
し
ま
せ
ん
。

▼
申
請
書
様
式

建
設
課
に
用
滋
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

串
本
町
役
場
建
設
課

60735_72

—

0628 

巽
林
水
産
課
で
は
、
次
の

H
程
で
農

竹
物
烏
獣
害
防
Ir
対
策
用
漁
網
配
ん
希

望
行
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

配
布
を
希
芋
さ
れ
る
方
は
、
巾
込
用

紙
（
典
林
水
産
課
で
配
布
）
に
必
要
事

填
を
記
入
の
う
え
、
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。な

お
、
希
竿
者
多
数
の
場
合
は
数
量

調
整
や
抽
選
を
行
い
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

連絡先

了
受
付
期
間

平
成
22
年
1
月

20n
（
水
）
ー

平
成
22
年
1
月
2
9
B
（金）

※
土
耀
•
H

躍
H

は
除
き
ま
す
。

て
受
付
時
間

午
前
9
時

i
T後
5
時
ま
で

マ
そ
の
他

0
配
布
は
町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
に

限
り
ま
す
。

0
漁
網
の
配
達
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
・
受
付
場
所

串
本
町
役
場
本
庁
舎
別
館
3
階

農
林
水
産
課

60735|62

—

0558 

プ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
は
、
地
域
の
保
健

セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
る

0
歳
児
健
診
等

の
機
会
に
、
地
域
に
叶
ま
れ
た
仝
て
の

赤
ち
ゃ
ん
と
保
設
者
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

伝
え
な
が
ら
絵
本
を
手
渡
す
運
動
で
す
。

＂

募

集

串
本
IQJ
で
は
、
平
成

17
年
10
月
か
ら

6
ヶ
月
児
健
診
で
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

絵
本
に
興
味
の
あ
る

h
、
絵
本
を
介

し
て
地
域
で
十
育
て
を
応
援
し
て
い
た

だ
け
る
力
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご
協

力
い
た
だ
け
る
方
は
、
次
の

n程
の
学

習
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼

日

時

平
成
22
年
1
月
21
日
（
木
）

午
後
1
貼
30
分
ー

マ

場

所

串
本
町
地
域
保
健
福
朴
セ
ン
タ
ー

て

講

師

N
P
o
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

地
域
支
援
担
当
者

※
ご
参
加
い
た
だ
け
る

h
は
、
平
成
22

年
1
月
15
日
（
令
）
ま
で
に
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
（
6
0
7
3
5
—

6
2

—

6
2
0
6
)
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

ヽ
c-

し

串本町役場本庁舎

(TEL62-0555) 

串本町役場古座分庁舎

(TELワ2-0081)

本病院

(TEL 6 2-0 6 3 5) 

座川病院

(TELワ2-0280)

校教育課

(TEL 6 2-6 0 6 6) 

涯学習課

(TEL 6 2-0 0 0 6) 

本町図書館

(TEL 6 2-46 5 3) 

健 セ ン タ ー

(TEL 6 2-6 2 0 6) 

町内放送案内

（翌 0120-928-649)

串本町ホームページアドレス

httpJ/www.town.kushimoto.wakayama.jp/ 

串本町メールアドレス（代表）

kikakuzaisei@townkushimoto.wakayama.jp 

串

古

学

生

串

保

保健センター 1月の行事予定は下記のとおりです。

※健診等についてのお中し込み•お間い合わせは、
保健センター（云 0735-62-6206) まで。

【成人関係］

健康相談

実施日

鯉

受付時問

9:30~ lQ:30 

zェ

津荷集会所

場

1月27日（水） I13:oo~ woo I佐部集会所

献血

日時

1月14日（木）
10:00~ 15:00 

14:30~15:30 I上田原生活改善センター

※碓でもお気軽に会楊へお越しください。
(11111上謁定や健康についての相談を受けております）

塩
～

所

WAY駐車塔（ライオンズクラフ共催）

【乳幼児関係】

乳幼児健診

日 時 場所 内 容

1月7日（木） 保健センター 1歳6ヵ月児及び
13 00-13 30 2階 2成 6ヵ月児催診

1月14日（木） 保性センター 10ヵ月児～
13 00-13 30 2階 1祐児健診

1月28日（木） 保紐センター 4ヵ月児他診＆
13 00-13 30 2階 BCG接稗

1月28日（木） 保健センター
6ヵ月児健診

13 30-14 00 2階

乳幼児予防接種

日時 内容

1月12巳（火） 三種混合
13 l0-13 40 1期初回

1月26巴（火） 三樟混合
13 ID~ 13 40 1哨追加

1月2B日（木）
BCG 

13 oo~ 13 30 

※―柿混合の按柿対象は

7歳6カ）J未満の方です。

（プ柿枇合 1期初阿は20
~56日の間協で 3同接利

します）

※予肋桜秤・ひろは・教字の

会場は保健七ンター 2階

です。

各種教室

日時及び内容

1月12巳（火） 10 00~ 
ひよこひろば

(6ヵ月児～ l歳児対象）

1月15日（金） 10 00~ 
ちびっこひろは

(2歳児～ 3歳児対象）

1月27巴（水） 1330~ 
マタニティー教室（前期）

《新型インフルエンザを予防しましょう！！》
新型インフルエンザはワクチンを接種したからといってかからないわけではありません。

毎日の予防が感染防止に効果的で寸。流行に備えて予防しましょう II

①頻繁に石けんと流水で手洗いし、うがいを行う

②咳エチケット 戸
（自分に咳などの症状があるときは必すマスクを着用）

③人こみにはなるべくいかない

④タオルの共用はしない

⑤十分な休養とバランスのよい食事
（体調の管理）

⑬広 報くしもと 2010.1 広報くしもと 2010.1
＇ 
、’
入
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[I]国国国口国国
日曜 行車内容（時間） 場 所 主笞課等

3日 串本町成人式 南紀串本 生涯学習課

(13 30- ） ロイヤルホテル

7木 人権行政柑談 串本町役場本庁舎 住民課

(13 30~ 15 30) 

lO日 平成22年 串本町文化センター 消防署

串本町消防出初式

(l0 00~ ） 

14大 行政相談 占座福祉センター 住民課

(l3 30~l5 30) 

28木 人権行政柑談 須江漁民センター 住民課

(13 30-15 30) 

30士 本州霰閉端の火祭り 潮岬望楼の芝 商工観光課

しょらさん鍋潮岬節

ト）レコ民族舞踊串本節

和太翌芝焼きなど

(16 30-18 30) 

田

今
月
の
納
税

了

税

目

0
町
県
民
税
（
第
4
期）

0
国
民
健
康
保
険
税
（
第
10
期）

0
介
設
保
険
料
（
第
10
期）

0
長
寿
（
後
期
高
齢
者
）
医
療
保
険
料
（
第
7
期）

▼
納
期
限

2
月
1
日
（
月
）

※
納
期
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
は
、
法
律
に

よ
り
年
率
1
4
.
6
％
の
延
滞
合
が
か
か
り
ま

す
。
納
税
は
お
11十
め
に
。

◎
納
税
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
役
場
税
務

課
へ
。
長
寿
（
後
期
翡
齢
者
）
に
療
保
険
料

に
関
す
る
お
間
い
合
わ
せ
は
役
場
住
民
諜
へ
。

＇ 

ヽ

今年の火災・救急件数
-12月1日現在一

火災 件 数

建物 4件

林野 0件

その他 1件

合計 5件

救 急 件 数

交通 ワワ件

急病 66ワ件

その他 316件

合計 1,060件

火災のない住みよい豊かな町づくり

ヽ

ノ

圏

お
知
ら
せ

新
病
院
の
人
礼
状
況
等
に
つ
い
て
は
、

1
月
中
旬
よ
り
串
本
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

▼

日

時

1
月
17
日

(H)

午
前
9
時
ー
午
後
5
時

て

場

所

祈
宮
公
証
役
場

て
相
談
員

公

証

人

中

村

司

て
相
談
内
容

遺
一
一
ロ
・
相
紬
・
離
婚
．

f
の
茶
育
費
・

年
令
分
割
・
慰
謝
料
・
財
産
分
与
・
家

族
の
扶
養
・
什
意
後
見
（
翡
齢
者
等
の

財
産
管
理
）
•
土
地
建
物
の
買
貸
伯
・

金
銭
の
貸
借
・
売
買
・
脳
与
・
伯
務
弁

済
・
保
証
•
そ
の
他
各
種
の
契
約
·
粒

厳
死
宜
―
―
―
ロ
・
会
社
定
款
な
ど

ァ

予

約

平
日
に
電
話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
そ
の
他

平

n
（
月
咄
ー
金
堕
の
相
談
も
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
。
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

新
宮
公
祉
役
場
（
公
証
人
中
村
司
）

6
0
7
3
5
_
2
l
_
2
3
4
4
 

和
歌
山
県
の
委
託
事
業
で
あ
る
『
粋

害
児
・
名
地
域
療
育
等
＇
茶
援
事
業

」
の

活
動
と
し
て
、
『
に
療
柑
談
会
』
を
開

催
し
ま
す
。
発
達
や
障
害
に
関
す
る
不

安
や
悩
み
、
課
題
に
つ
い
て
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼

日

時

平
成
22
年
1
月
27
日
（
水
）

午
前
9
時
1
午
後
3
時

て

場

所

障
害
児
名
支
援
セ
ン
タ
ー
虹

▼
対
象
者

①
身
体
機
能
面
に
悩
み
の
あ
る
お
子
さ
ん

③
言
語
機
能
面
に
悩
み
の
あ
る
お
子
さ
ん

③
重
症
心
身
障
害
児
・
者

④
身
休
樟
害
児

▼

内

容

・
医
療
相
談
整
形
外
科
株
岡
安
勤

・
理
学
療
法
理
学
療
法
＋
中
四
靖
治

編集

後記 1月12日（火）より ZTVにて第 4回定

例会一般質問の様子を録画放送します。

どうぞ皆様ご覧ください。

なお、日程につきましては ZTV5 ch 

の文字放送をご覧ください。

串本町議会事務局
·~~, 

『必すチェック最低賃金！

使用者も労働者もJ

和歌山県最低賃金時間額674円
効力発生日平成21年10月31日

詳細については、和歌山労働局賃金室（四

073-488-l l 52)または最寄り

の労働基準監督署へお閉い合わせください。

・
言
語
療
法
一
＿
口
語
聴
党
士
村
上
貴

f

▼
申
し
込
み
方
法

次
の
連
絡
先
ま
で
お
軍
話
く
だ
さ
い
。

相
談
希
芋
内
容
と
時
間
を
調
整
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
（
完
全
予
約
制
）
な
お
、

定
貝
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
申
し
込
み
締
め
切
り

nは

l
H
1
6
n
（土）

▼
お
問
い
合
わ
せ
•
お
申
し
込
み

〒
6
4
7

—

0
0
7
2

和
歌
山
県
新
宮
巾
蜂
伏
13
番
43
号

隙
古
児
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ゆ
ず

60735_31

—

8370 

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る
広
報
l
月
号

の
「
年
男
・
年
女
」
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回

は
寅
年
生
ま
れ
の
方
を
訪
ね
て
町
内
を

巡
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
毎
回
の
こ
と
な

が
ら
、
突
然
の
取
材
依
禎
に
も
か
か
わ
ら

ず
快
く
お
引
き
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
廿

様
に
は
、
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
の
"HIJ
向
き
な
お
話
を
伺
っ

て
い
ま
す
と
、
私
も
元
気
を
出
さ
ね
ば
、

と
息
い
ま
し
た
。
私
の
今
年
の
目
椋
は
、

述
動
す
る
習
偵
を
つ
け

て
体
力
と
精
神
の
充
実

を
図
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

(
T
)

【広告］町収入の一部とす忘ため有料広告を掲載しています。

⑲広 報くしもと 2010.1 

町内放送の電話案内サービス
現在、防災行政無線放送（町内放遼）の内容を電話で案内するサービスを行っています。 ！ 
天侯の具合で町内放送が聞き取りにくい廿寺や、「もう一度放送を聞きたい」といった経：

験はありませんかつそんなときは、この番号に電話をかけてみてください。いつでも、ど i
こでも、町内放送の内容を聞くことができま寸。（通話料は無料です）

《串本町防災行政無線放送電話案内サービス電話番号》 i 

合 0120-928-649 ! 
広報くしもと 2010.1 へか
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平
成
2
2年
1

月
1

日
発
行
編
集
•
発
行
／
和
歌
山
県
串
本
町
役
場
企
画
財
政
課

〒

6
4
9
,
3
5
9
2

和
歌
山
県
東
牟
雲
郡
串
本
町
串
本
1
8
0
0

TEI
ズ
U
7
3
5
}
6
2
ー
0
5
5
5

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w

.

t
o
w
n
•
k
u
s
h
1
m
o
t
o

.

w
a
k
a
y
a
m
a

.

j
p
/

メ
ー
ル
ア
ト
レ
ス

k
i
k
a
k
u
z
a
i
s
e
i
@
t
o
w
n
.k
u
s
h
i
m
o
t
o
.w
a
k
a
y
a
m
a
.jp

【広告】町収入の一部とgるため有料広告を掲載していまg。


